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「
楽
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」

保
育
所
の
子
ど
も
達
み
ん
な
で
飾
り
を
作
り
、

ひ
な
ま
つ
り
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

保
育
所
の
子
ど
も
達
み
ん
な
で
飾
り
を
作
り
、

ひ
な
ま
つ
り
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

保
育
所
の
子
ど
も
達
み
ん
な
で
飾
り
を
作
り
、

ひ
な
ま
つ
り
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。



　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
に
、
令
和
６
年
４
月
に
新
庄
小
学
校
旧

管
理
棟
を
改
修
し
て
開
所
を
予
定
し
て
い
る
「
子
ど
も
第
三
の
居

場
所
」
の
内
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

約
30
名
の
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
参
加

を
い
た
だ
き
、
設
計
を
担
当
し
た
建
築
士
・
佐
川
旭
氏
の
レ
ク

チ
ャ
ー
で
館
内
を
ご
案

内
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
放
課
後
の
預

か
り
利
用（
現
在
の「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」）

の
申
し
込
み
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
施

設
利
用
に
つ
い
て
は
新

庄
小
中
学
校
の
す
べ
て

の
生
徒
の
皆
さ
ん
、
ま

た
地
域
の
皆
さ
ん
に
広

く
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

続
報
を
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

�（
住
民
福
祉
課
・
山
田
）

　

新
庄
村
役
場
新
庁
舎
の
暖
房
用
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が
竣
工
し
た
こ

と
を
記
念
し
、
ボ
イ
ラ
ー
の
点
火
式

を
２
月
26
日
㈪
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

点
火
式
は
、
村
関
係
者
、
村
議
会

議
員
各
位
、
工
事
関
係
者
各
位
、
薪

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

点
火
式
に
つ
い
て

子
ど
も
第
三
の
居
場
所

内
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た

2



生
産
受
託
者
各
位
、
ボ
イ
ラ
ー
施
設

運
用
受
託
者
に
参
加
を
い
た
だ
き
、

施
設
の
安
全
祈
願
と
工
事
関
係
者
へ

の
感
謝
状
贈
呈
、
点
火
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

ボ
イ
ラ
ー
施
設
は
、
点
火
式
後
か

ら
稼
働
し
、
庁
舎
の
暖
房
を
行
っ
て

い
ま
す
。�

（
産
業
建
設
課
・
池
田
）

　

新
庄
村
で
は
、
村
制
施
行
百
五
十

周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
こ

と
を
機
に
、
村
の
新
た
な
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
策
定
に
向
け
て
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集
及
び
選

考
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
新
庄
村
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
相
応
し
い
も
の

が
決
定
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
度

は
新
た
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
策

定
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
や
新
た
な

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
だ
い
て
い
た
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
最
終
選
考
作
品
に
つ
き
ま

必
要
な
許
認
可
に
つ
い
て
な
ど
で
し

た
。

　

講
習
会
の
最
後
に
は
質
疑
応
答
の

時
間
が
あ
り
、
参
加
し
た
方
々
は
積

極
的
な
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

時
代
の
変
化
に
伴
い
、
食
の
安
全

に
関
す
る
世
間
一
般
の
意
識
も
強
く

な
り
、
取
り
決
め
も
多
様
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
毎
年
知
識
を
新
た
に

し
、
皆
さ
ん
が
よ
り
安
全
に
安
心
し

て
食
品
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
継
続
し
て
開
催
し
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
産
業
建
設
課
・
岩
佐
）

し
て
は
、
新
庄
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
度
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
総
務
企
画
課
・
牧
野
）

　

４
月
６
日
㈯
か
ら
15
日
㈪
の
10
日

間
、「
令
和
６
年
春
の
交
通
安
全
県

民
運
動
」
が
県
内
一
斉
に
展
開
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
４
月
10
日
㈬
は
「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
交
通
ル
ー
ル

　
　 

守
っ
て
笑
顔

　
　
　
　 

晴
れ
の
国
」

岡
山
県
の
重
点
目
標

・
横
断
歩
行
者
優
先
の
徹
底

・
運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
と

使
用
禁
止

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

・
自
転
車
の
安
全
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
に
向
け
た
理
解
の
促
進

　

交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
も
、

自
転
車
利
用
者
も
、
一
人
ひ
と
り
が

交
通
事
故
の
リ
ス
ク
を
他
人
事
で
は

な
く
自
分
の
こ
と
と
し
て
強
く
認
識

し
、
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、

相
手
に
対
す
る
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず

り
合
い
」
の
気
持
ち
で
交
通
マ
ナ
ー

を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
、
ま
た
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

�

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

２
月
29
日
㈭
、
役
場
２
階
多
目
的

室
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
食
品
衛
生

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
３
月
下

旬
か
ら
は
じ
ま
る
が
い
せ
ん
桜
祭
り

の
出
店
者
と
村
加
工
施
設
の
利
用
者

に
食
品
衛
生
に
関
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
目
的
で
計
画
し
、
真
庭
保

健
所
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
食
中
毒
に
関
す
る
こ
と
、

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
つ
い
て
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
に
沿
っ
た
衛
生

管
理
方
法
や
、
食
品
の
取
り
扱
い
に

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

食
品
衛
生
講
習
会

新
た
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
選
考
結
果
に
つ
い
て
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
に
は
生
涯
１
回
の
登
録

と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
後
は
、
注
射
済
票
の
交

付
を
受
け
、
飼
い
犬
の
首
輪
等
に
付

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
庄
村
で
は
次
の
と
お
り
令
和
６

年
度
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
動
物
病
院
な
ど
で
接
種
し
、

「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、「
狂
犬
病
予
防
接
種
済

証
」
を
お
持
ち
の
う
え
、
役
場
住
民

福
祉
課
で
必
ず
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
山
田
）

　

新
庄
村
に
本
籍
、
住
所
を
有
し
、

資
金
力
が
不
十
分
で
就
学
目
的
を
達

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
力
優
秀
な

学
生
が
対
象
で
す
。

◇
募
集
期
限

　

令
和
６
年
４
月
５
日
㈮

◇
必
要
書
類　
奨
学
生
願
書
、
入
学

証
明
書
、
成
績
証
明
書
、
健
康
診

断
書
、
所
得
証
明
書

◇
お
問
い
合
わ
せ
、
提
出
先

　

新
庄
村
教
育
委
員
会

�

（
教
育
委
員
会
・
高
岡
）

◇
日
に
ち　
４
月
23
日
㈫

◇
受
付
時
間

　

午
後
２
時
～
３
時
ま
で

◇
場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◇
内
容

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
（
視
触

診
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

狂
犬
病
予
防
接
種
を

行
い
ま
す

令
和
６
年
度
新
庄
村
育
英
会

奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

乳
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

こんにちは栄養委員です!
今月の一口メモ

私達の健康は私達の手で

おいしい食事で
花粉症対策を！

カロテンジャー　

月　日 時　間 場　所

４月８日㈪
13:30～14:00 カケ住宅

バス停留所前
14:10～14:50 役場前

５月23日㈭ 14:30～14:45 役場前

注射手数料 2,650円
注射済票交付手数料 550円
登録料 3,000円

◇
対
象
者　
40
歳
以
上
の
女
性

◇
自
己
負
担　
１
０
０
０
円

◇
持
参
物　
無
し
。
検
診
票
は
当
日

会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
若
い
世
代
か
ら
増
え
て

い
ま
す
。
６
月
の
健
康
ま
つ
り
で
は

乳
が
ん
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、

是
非
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
谷
川
）
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事業主の皆様へ
　年次有給休暇を取得しやすい環境づくりに取り組みましょう。
　働き方・休み方の改善をこれからも継続的に行うためには、計画的な業務運営や休
暇の分散化にも資する年次有給休暇の計画的付与制度（※１）や、労働者の様々な事
情に応じた柔軟な働き方・休み方に資する時間単位の年次有給休暇（※２）の活用が
効果的です。
　労使一体となって年次有給休暇を上手に活用するために、この春に向けて導入をご
検討ください。
　詳しくは、「年次有給休暇取得促進特設サイト」をご覧いただくか、岡山労働局雇
用環境・均等室にお問い合わせください。

（年次有給休暇取得促進特設サイトURL）
https://work-holiday.mhlw.go.jp/kyuuka-sokushin/

（※１）年次有給休暇の付与日数のうち、５日を除いた残りの日数については、
　　　　労使協定を締結すれば、計画的に取得日を割り振ることができる制度です。
（※２）年次有給休暇の付与は原則１日単位ですが、労使協定を締結すれば
　　　　年５日の範囲内で時間単位の取得が可能となります。
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毎
月
真
庭
市
で
実
施
し
て
い
た
年

金
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６

年
３
月
で
終
了
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
は
津
山
年
金
事
務
所
へ

の
電
話
、
訪
問
相
談
の
み
と
な
り
ま

す
が
、
次
の
日
程
で
の
み
真
庭
市
久

世
公
民
館
に
お
い
て
年
金
相
談
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

日
時

　

▼
令
和
６
年
６
月
27
日
㈭

　

▼
令
和
６
年
８
月
22
日
㈭

　

▼
令
和
６
年
10
月
24
日
㈭

時
間

　

10
時
～
12
時

　

13
時
～
16
時

場
所

　

真
庭
市
久
世
公
民
館

予
約
先

　

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
８
６
８

―

３
１

―
２
３
６
０

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

年
金
相
談●新しい本が入りました。

　新庄村公民館図書室では、この度、『本
屋大賞ノミネート作』、『芥川賞候補作』、『直
木賞候補作』、計20冊を新しく購入しました。
　『本屋大賞』は書店で働く店員さん自身
が読んで「面白かった」、「お客様にも薦め
たい」、「自分の店で売りたい」と思った本
を投票し、選ばれる賞です。
　『芥川賞』は、純文学の作品に贈られる
文学賞で、文豪・芥川龍之介の業績を記念
して創設されました。
　『直木賞』は、単行本、各新聞、雑誌と
して出版された大衆小説の中で最も優秀な
作品に贈られる賞として、芥川賞とともに
創設されました。
　購入した小説は、公民館入口ホールに展
示いたします。貸し出しもできますので、
お気軽に公民館職員までお声掛けください。
多くの方のご来館をお待ちしております。

新着一般図書リスト
黄色い家 川上未映子 本屋大賞

ノミネート作
君が手にするはずだった
黄金について 小川哲 本屋大賞

ノミネート作

水車小屋のネネ 津村記久子 本屋大賞
ノミネート作

スピノザの診察室 夏川草介 本屋大賞
ノミネート作

存在のすべてを 塩田武士 本屋大賞
ノミネート作

成瀬は天下を取りに行く 宮島未奈 本屋大賞
ノミネート作

放課後ミステリクラブ1 
金魚の泳ぐプール事件 知念実希人 本屋大賞

ノミネート作

星を編む 凪良ゆう 本屋大賞
ノミネート作

リカバリー・カバヒコ 青山美知子 本屋大賞
ノミネート作

レーエンデ国物語 多崎礼 本屋大賞
ノミネート作

迷彩色の男 安堂ホセ 芥川賞候補作
Blue 川野芽生 芥川賞候補作
東京都同情塔 九段理江 芥川賞候補作
猿の戴冠式 小砂川チト 芥川賞候補作
なれのはて 加藤シゲアキ 直木賞候補作
ともぐい 河崎秋子 直木賞候補作
襷がけの二人 嶋津輝 直木賞候補作
八月の御所グラウンド 万城目学 直木賞候補作
ラウリ・クースクを探して 宮内悠介 直木賞候補作
まいまいつぶろ 村木嵐 直木賞候補作

公民館図書室だより

●絵本の読み聞かせ会　
　４月の風の子文庫さんによる、絵本の読み
聞かせ会の日程をお知らせします。

【開催日時】
　４月17日（水）15時～16時
　４月24日（水）15時～16時

【開催場所】
　新庄村公民館　児童図書室
　天候や行事等でお休みになる場合がありま
すので、ご不明な場合は、お気軽にお問い合
わせください。� (公民館図書室・多久間)
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●
令
和
６
年
２
月
12
日

　
小
倉
　
重
太
郎 
（
92
歳
）

●
令
和
６
年
２
月
21
日

　
髙
村
　
園
枝 

（
99
歳
）

●
令
和
６
年
２
月
21
日

　
塚
原
　
忠
𠮷 

（
88
歳
）

死
亡
届 
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　 

今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
笠
杖
俳
句
会
よ
り
）

●
苔
生
ふ
る
老
木
の
梅
ま
だ
蕾 

金
盛
　
啓
子

●
梅
咲
く
や
女
子
会
ラ
ン
チ
花
盛
り�

三
鴨
　
浩
子

●
ケ
キ
ョ
の
声
こ
の
枝
に
て
や
し
だ
れ
梅�

田
中
　
艸
林

●
日
の
光
一
樹
に
受
け
て
梅
開
く�

大
月
　
幸
子

�

（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

１月期の交通事故発生状況

区　分
村内 真庭市内

１月期 本年の累計 １月期 本年の累計

事
故

件数 0 0件 4 4件
死者 0 0人 0 0人
重傷 0 0人 0 0人
軽傷 0 0人 5 5人

� （総務企画課・柴田）�　���　

戸
籍
の
動
き

�

令
和
６
年
２
月
受
付
分

「
花
粉
症
に
つ
い
て
」

　
「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に
つ

い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。�

（
住
民
福
祉
課
・
田
中
）

お
元
気
で
す
か
？

　

暖
か
い
日
が
少
し
ず
つ
増
え
、

春
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
揚
し
た
気
分
と
反
対
に
、
花
粉

の
飛
散
が
増
え
、
鼻
水
や
目
の
か

ゆ
み
な
ど
の
症
状
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

花
粉
症
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
植
物
の
花
粉
が
原
因
と
な
っ

て
お
り
、
免
疫
が
過
剰
反
応
す
る

こ
と
で
、
鼻
水
や
目
の
か
ゆ
み
な

ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

年
々
、
花
粉
症
の
有
病
率
は
増

加
し
て
お
り
、
種
類
に
も
よ
り
ま

す
が
、
約
３
人
に
１
人
は
ス
ギ
花

粉
症
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
花
粉
の
飛
散
量
の
増
加

な
ど
が
原
因
と
な
り
、
花
粉
症
の

発
症
年
齢
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
は
、
と
に
か
く
体
内

に
花
粉
を
入
れ
な
い
こ
と
、
食
事

や
睡
眠
な
ど
規
則
正
し
い
生
活
を

お
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

　

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
、

食
事
で
栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
、
脂

肪
や
塩
分
の
と
り
過
ぎ
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

偏
っ
た
食
事
を
し
て
い
る
と
自

立
神
経
が
乱
れ
、
免
疫
機
能
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。ビ
タ
ミ
ン・

ミ
ネ
ラ
ル
を
と
っ
て
免
疫
機
能
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。

②
睡
眠
・
休
養

　

睡
眠
時
間
が
不
足
す
る
と
、
免

疫
・
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
花
粉

症
の
症
状
が
出
は
じ
め
る
と
寝
つ

き
も
悪
く
な
る
た
め
、
部
屋
に
入

る
前
に
花
粉
の
除
去
や
寝
る
前
の

入
浴
な
ど
寝
つ
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
も
大
切
で
す
。

　

う
ま
く
花
粉
症
と
付
き
合
っ
て

い
く
た
め
に
も
早
め
の
予
防
や
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
春
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
森
元
）

３
月
の
納
税

　
■
国
保
税　
　
　
（
10
期
）

　
　
　
　

�

納
期
限
▼
４
月
１
日
㈪
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2024年２月

日 の々活動をお知らせします!新
庄
村
地域おこし
協力隊

研修先で出会った女の子が、友人を連れて須貝邸
に泊まりに来てくれました！こんな風に繋がりが
続くなんて、どこか不思議な気持ちです。本当に
ありがたいことだと思います。

観光（宿泊）

青
あお

野
の

 日
ひ

向
な

子
こ

２月下旬からボイラー棟が始動しました！農業公
社が管理を担当することになり、１日２回薪をく
べています。いつか自分も薪ストーブのあるお家
に住めたらと思ったりします。

ヒメノモチ生産組合の皆さんとカキ殻肥料工場見
学会に参加。カキ殻が土壌を中性にし栄養吸収率
を高め苗を強くし循環するそうです。皆さんとも
交流ができて楽しい一日でした。

農業

関
せき

根
ね

 龍一

恵比須宮の改修に寄付をされた方々の銘板を製作
させていただきました。彫ったお名前の数は約
110名分。新庄の歴史的に残るものに関わること
ができて嬉しいです。

林業

河
かわ

田
だ

 達
たつ

希
き

農業

江
え

川
がわ

 かやの

りゅういち

　

東
北
で
は
、
サ
ル
ナ
シ
の
蔓
で

作
っ
た
唐
箕
（
と
う
み
）
を
日
常
使

い
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
最
後
の

１
人
と
な
っ
た
工
芸
作
家
の
下
で
修

業
を
積
ん
だ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
鏡

野
町
に
い
て
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。
直
径
３
㎝
、
２
ｍ

ほ
ど
の
蔓
を
大
釜
で
茹
で
、
鬼
皮
と

真
皮
を
取
り
除
い
た
木
質
部
分
を
天

日
干
し
し
、
そ
れ
を
４
つ
に
割
っ
て
、

削
り
、
竹
細
工
の
よ
う
に
編
ん
で
い

き
ま
す
。
時
間
と
手
間
は
か
か
り
ま

す
が
、
サ
ル
ナ
シ
に
新
し
い
命
を
吹

き
込
む
こ
の
作
業
、
目
を
見
張
る
美

し
さ
で
す
。

　
サ
ル
ナ
シ
っ
て
本
当
に
素
晴
ら
し

い
植
物
で
す
ね
。
ぜ
ひ
一
緒
に
育
て

て
み
ま
せ
ん
か
？
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研

究
会
で
は
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

�

（
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研
究
会
）

�

（
産
業
建
設
課
・
藤
井
）

　
こ
ん
に
ち
は
、
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研

究
会
で
す
。

　
サ
ル
ナ
シ
は
本
当
に
「
捨
て
る
と

こ
ろ
が
な
い
！
」
植
物
で
す
。
果
実

は
生
食
は
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ム
や
サ

ル
ナ
シ
酢
に
加
工
し
た
り
、
焼
酎
や

醤
油
に
つ
け
て
も
香
り
を
楽
し
め
ま

す
。
変
わ
り
ど
こ
ろ
で
は
塩
漬
け
を

ア
ヒ
ー
ジ
ョ
に
入
れ
た
り
、
甘
露
煮

を
あ
ん
み
つ
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
。

完
熟
果
実
を
パ
イ
や
シ
ナ
モ
ン
ロ
ー

ル
に
使
っ
て
も
美
味
で
す
。
葉
っ
ぱ

や
茎
や
真
皮
は
お
茶
に
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
ル
テ
イ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

な
ど
、
健
康
に
よ
さ
そ
う
な
成
分
が

し
っ
か
り
入
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

徳
島
県
に
あ
る
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト

祖
谷
の
か
ず
ら
橋
は
「
シ

ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
」
で
で
き

て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

が
「
サ
ル
ナ
シ
」
と
呼
ん

で
い
る
も
の
で
、
し
な
や

か
で
丈
夫
な
の
が
特
徴
で

す
。
３
年
に
１
度
架
け
替

え
を
行
い
、
一
度
に
６
ト

ン
の
蔓
を
使
い
ま
す
。

新
庄
村

農
産
物
紹
介
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　　　　 新庄村

事
業
で
10
か
月
間
学
ん
だ
参
加

者
が
、
村
の
資
源
を
活
用
し
た

事
業
構
想
の
最
終
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
村
内
か
ら
約

20
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

講
師
か
ら
参
加
者
の
発
表
に
対

す
る
助
言
・
解
説
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
全
国
で
人
口
が
減
少
し
て
い

く
現
代
、
自
治
体
と
し
て
の
規

模
を
保
っ
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
移
住
・
定
住
の
推
進
に
関

し
て
村
と
共
に
力
を
尽
く
し
て

い
き
ま
す
。

木
挽
家

　

こ
と
り
食
堂
の
月
一
デ
リ

ボ
ッ
ク
ス
、
次
回
は
４
月
17
日

㈬
で
す
。
プ
チ
ス
イ
ー
ツ
付
き

で
１
０
０
０
円
、
ご
予
約
分
の

み
の
販
売
で
す
（
村
の
ク
ー
ポ

ン
券
も
利
用
可
）。
ご
予
約
締

切
は
４
月
12
日
㈮
、
村
内
は
配

達
可
能
で
す
。

　
４
月
13
日
㈯
、
奈
義
の
フ
レ

ン
チ
ビ
ス
ト
ロ
の
チ
ュ
ロ
さ
ん

と
の
特
別
企
画
「
春
の
フ
レ
ン

チ
薬
膳
料
理
教
室
」
を
実
施
。

少
人
数
制
で
、
フ
レ
ン
チ
の

コ
ー
ス
料
理
を
作
り
な
が
ら
季

節
の
薬
膳
を
学
び
ま
す
。
参
加

咲
蔵
家

　

む
ら
づ
く
り
新
庄
村
で
は
、

村
役
場
と
共
に
移
住
・
定
住
支

援
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で

の
３
年
間
、
事
業
を
行
う
方
の

転
入
を
目
指
す「
起
業
型
移
住
」

の
施
策
と
し
て
月
１
回
×
10
か

月
間
の
通
年
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
村
内
・
全
国

か
ら
計
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
月
10
日
㈯
に
役
場
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
今
年
度
の

費
５
０
０
０
円
。

　
１
日
で
取
得
で
き
る
薬
膳
資

格
講
座
の
お
申
込
み
も
引
き
続

き
受
付
中
。
火
・
水
・
金
・
土
・

日
曜
日
で
受
講
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
予
約
・
問
合

せ
は
０
９
０

―
３
３
７
６

―

０

３
８
１（
篠
原
）
ま
で
。

Ｆ
Ｓ
Ｓ

　
２
月
18
日
㈰
に「
ア
シ
ア
ト
」

の
塗
装
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

休
憩
時
間
に
豚
汁(

正
し
く
は

猪
汁)

を
振
る
舞
う
「
豚
汁
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
回
同
様
、
参
加
さ
れ
た
皆

様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
本
体

す
べ
て
の
塗
装
が
完
了
し
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

コ
ン
ペ
最
優
秀
賞
作
品
の
施
工

ま
で
の
日
が
近
づ
い
て
く
る
中
、

作
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

須
貝
邸

　
桜
の
蕾
が
ほ
ん
の
り
色
付
い

て
き
て
、
愛
宕
山
に
響
く
鳥
の

声
と
と
も
に
、
冬
の
終
わ
り
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
か
ら
は
、
冬
季
間
に
落

ち
着
い
て
い
た
ご
予
約
も
、
少

し
ず
つ
勢
い
を
復
活
し
て
い
く

予
定
。
ま
だ
ま
だ
冷
え
る
日
も

あ
り
ま
す
が
、
村
の
桜
が
、
今

年
は
い
つ
頃
開
花
す
る
の
か
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
昨
年
初
め
て
、
須
貝
邸
に
宿

泊
し
て
い
た
だ
い
た
ご
夫
婦
が
、

無
事
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と

共
に
、
こ
の
春
に
泊
ま
っ
て
く

だ
さ
る
と
い
う
嬉
し
い
ご
予
約

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
再

会
」
と
「
は
じ
め
ま
し
て
」
へ

の
感
謝
を
噛
み
締
め
て
、
お
仕

事
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
春
の
須
貝
邸
ハ
イ
ピ
ー

ク
シ
ー
ズ
ン
、
今
か
ら
と
て
も

楽
し
み
で
す
！

む
ら
づ
く
り
新
庄
村

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〇
４
月
13
日
㈯

　
春
の
フ
レ
ン
チ
薬
膳
料

理
教
室

〇
４
月
17
日
㈬

　

月
一
回
限
定
の
デ
リ

ボ
ッ
ク
ス
販
売
日

　
※
予
約
締
切
４
月
12
日
㈮
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２
月
の
活
動

　

27
日　

合
同
会
議　
（
21
名
）

令
和
５
年
度
合
同
会
議

　

２
月
27
日
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
・
副
会
長
・
女
性
部
長
を
対
象

と
し
た
合
同
会
議
を
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
各
単
位
ク
ラ
ブ

役
員
の
皆
様
に
老
人
福
祉
活
動
事

業
補
助
金
関
係
書
類
の
提
出
に
関

し
て
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
相

互
に
協
力
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
は
21
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
よ
り
補
助
金
交
付

理想の
福祉を目指して

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

☎
５
６—

２
０
０
１

に
つ
い
て
一
部
変
更
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
各
種
書
類
作
成

が
複
雑
と
な
る
ク
ラ
ブ
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
遠
慮
な

く
事
務
局
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

尚
、
各
書
類

に
は
提
出
期
限

を
設
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
さ
く
ら
の
里

で
は
、
身
体
や
頭
の
リ
ハ
ビ
リ
と

同
時
に
、
手
工
芸
の
一
環
と
し
て
フ

ロ
ア
内
に
飾
る
季
節
ご
と
の
壁
紙

の
製
作
や
折
り
紙
手
芸
な
ど
色
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

細
か
い
作
業
や
物
づ
く
り
は
苦

手
と
い
う
方
に
も
、
作
業
の
段
階

付
け
を
し
て
、
こ
こ
ま
で
な
ら
で

き
る
、
こ
れ
な
ら
で
き
る
と
い
う

も
の
を
相
談
し
な
が
ら
提
供
し
て

い
ま
す
。
作
品
が
完
成
す
る
と
、

「
私
に
も
で
き
た
」「
み
ん
な
で
良

い
も
の
が
作
れ
た
」
と
利
用
者
様

も
喜
ば
れ
て
お
り
、
自
信
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
く

ら
の
里
で
は
完
成
し
た
作
品
を
雑

誌
の
掲
載
コ
ー
ナ
ー
へ
応
募
を
し

て
、
掲
載
さ
れ
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
、
利
用
者
様
の
生
き

が
い
や
楽
し
み
に
つ
な
が
る
活
動

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
庄
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

お
お
む
ね
60
才
以
上
で
、
働
く

意
欲
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

会
員
に
な
れ
ま
す
。

　

作
業
の
内
容
は
、
草
刈
り
、
剪

定
、草
取
り
、墓
掃
除
、障
子
張
り
、

屋
内
・
屋
外
清
掃
、
雪
か
き
な
ど

で
す
。
活
動
に
応
じ
て
報
酬
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
村　

茂
博　

様（
香
典
返
し
）

　

塚
原　

千
世　

様（
香
典
返
し
）

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

活
動
紹
介

ご
寄
付
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小中
一貫校だより

立ち上がろう
みんな主役のむらおこし

〒717-0201 岡山県真庭郡新庄村役場 総務企画課 TEL（0867）56-2626 FAX56-2629
新庄村HP  http://www.vill.shinjo.okayama.jp/

広報
新庄

人口　　 動態

男………393人（－1）
女………431人（－3）
計………824人（－4）
世帯数…384戸（－1）

（　）内は先月比
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令和6年3月19日発行
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「
楽
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」

保
育
所
の
子
ど
も
達
み
ん
な
で
飾
り
を
作
り
、

ひ
な
ま
つ
り
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

保
育
所
の
子
ど
も
達
み
ん
な
で
飾
り
を
作
り
、

ひ
な
ま
つ
り
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

保
育
所
の
子
ど
も
達
み
ん
な
で
飾
り
を
作
り
、

ひ
な
ま
つ
り
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　４月の春の遠足に始まり、春・夏さがし、村咲喜会の皆さんと一緒
に花植え、田植え、自転車点検、あいがも進水式、むらたんけん、新
庄よいとこ、稲刈り、千歯こき、脱穀、傘踊り、もちつき、スキー、
朝の交通指導、小部活下校ボランティアと、１年間を振り返ってみると、
実に多くの学習活動を地域の皆様が支えてくださいました。
　そこで感謝の気持ちをこめて、２月13日㈫に「ボランティア感謝の会」
を行いました。
　子ども達は、鍵盤ハーモニカやリコーダーの演奏を披露したり、カ
ルタを一緒にしたりと各学年がそれぞれ考えた内容を発表しました。
また、５・６年生は茶話会を主催し、おだんごやクッキーを手作りして
おもてなししました。各教室で子ど
も達の笑顔がはじけ、ボランティア
の方が大いに楽しんでくださったひ
とときでした。
　ボランティアのみなさん、１年間
お世話になりました。大変ありがと
うございます。そしてまた、来年度
もどうぞよろしくお願いいたします。
� （新庄小学校・池渕）

　小学校の全校児童が２月２日㈮に、ひるぜんベアバレースキー場でスキー教室を行いました。また、
中学校は、２月７日㈬に７・８年生が大山ホワイトリゾートスキー場でスキー教室を行いました。
　今シーズンは雪不足で思うようにスキーができなかったのですが、全校スキー教室を無事に行うこ
とができました。
　両日ともボランティアの方々にお世話になりました。スキー初心者には滑り方を丁寧に教えていた
だき、スキー経験者にはお手本を見せながら技術指導をしてくださいました。
　おかげ様で、子ども達はスキーの楽しさを感じたり、上達することの喜びを感じたりすることがで
きました。ご協力ありがとうございました。� （新庄小学校・池渕　　新庄中学校・小川）

感謝の気持ちをこめて ～ボランティア感謝の会～

みんなで楽しく滑りました！ ～全校スキー教室～

小学校小学校よりより

小中学校小中学校よりより
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